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第 ４８ 回 看護セミナーの報告（令和 ４ 年度） 

山田礼子１） 田口恵美子１） 
１）中部大学 臨地臨床実習推進部 看護実習センター

 

Ⅰ．はじめに 

中部大学臨地臨床実習推進部看護実習センターでは、

臨地実習施設や本学科の卒業生の就職先の看護職、他

医療職、本学の教員、学部学生などに対して、看護実践

能力や臨地実習指導能力の向上を目指して、毎年、看

護セミナーを企画し開催している。今回、48 回の看護セ

ミナーの企画時においては、2020 年から新型コロナウイ

ルス感染症流行下（以下：コロナ禍）、感染症対策が行政

から発出され、国民の命を守るために、国民が一丸とな

って乗り越えてきている時期であった。同時期に、日本

看護協会機関紙「看護 2022 年 9 月号」1）の特集 2「新型

コロナウイルス感染症流行下の新人看護職員研修の実

態と今後のあり方」に、新人看護職員研修に関する調査

から、「入職時オリエンテーションはいったん縮小された

ものの必要なものが復活してきていること、研修見直しの

背景には「研修責任者が大事にしていることや施設が育

成したい人材像があること」が説明され、さらにこの結果

を踏まえ、「今後の新人看護職員研修のあり方について

提言する」と掲載されていた。コロナ禍の時期は、看護基

礎教育にも大きく影響及ぼし、特に、看護師に必要な看

護実践の能力を習得する上で不可欠な臨地実習が安定

して行われないまま卒業となり、就職する状況が継続し

ていた。臨床現場の管理者から感染防止対策のため、

「新人看護職員研修の形態、研修内容など大幅に変更し

計画をしている。」「新人看護職員の成長への支援を行

っているが、臨床での看護実践などに不安を抱えてい

る。」との声もあり、新規採用者の早期離職につながらな

いようにしている現状が聞かれた。 

 本学の保健看護学科では、コロナ禍、特に 2020 年度

～2022 年度において、臨地実習の中止・実習期間の短

縮・実習時間の短縮などを儀なくされた。臨地実習に替

わり学内演習などさまざまな学習を工夫し、科目の目標

達成に繋げてきた。コロナ禍において、臨床現場で新人

看護職員指導の在り方を模索している医療従事者、基

礎教育に携わり臨床に送り出す教員として、厚生労働省

から発出されている「新人看護職員研修ガイドライン」（改

訂版）2）に沿った基本的な臨床実践能力を獲得するため

の研修にどのような影響をもたらしたのかを知り、今後の

人材育成の在り方を学ぶ機会とするため、企画した。令

和 3 年厚生労働科学特別研究事業「新型コロナウイルス

感染症流行下における新人看護職員研修の実態把握

調査研究」3）研究代表者である末永由理氏に講演をいた

だいた。 

Ⅱ．第48 回看護セミナーの概要 

1．日程：2023 年2 月25 日（土）13 時～15 時

2．開催方法：Zoom ウェビナーによるオンライン開催 

3．テーマ：「新人看護職員研修の実態と今後のあり方に

ついて」 

4．講師：東京医療保健大学医療保健学部 看護学科 

教授 末永由理氏 

5．参加者：66 名。内訳は、本学科臨地実習施設関係者

50 名、学内教員15 名、学内関係者 1 名。 

６．講演内容 

1）新人看護職員に対する研修の経緯 

 今回の調査研究「新型コロナウイルス感染症流行下に

おける新人看護職員研修の実態把握調査研究、厚生労

働省行政推進調査事業費補助金厚生労働科学特別研

究事業」の目的は、「コロナ禍によって、新人看護職員研

修も影響を受けている。令和 2 年度は感染対策として、

集合研修や他職種との合同研修、複数部署を移動しな

がら学ぶローテーション研修が実施できないといった状

況が生じた。令和 3 年度は臨地実習の経験が例年と比

べて少ない新人看護職員を迎え入れることになった。こ

の影響は、令和 4 年度以降の一定期間継続することが

考えられる。様々な制約がある中で、臨地実習経験の不
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足に対応し、安全で質の高いケアを提供できる新人看

護職員をどのように育成していくか、臨床現場での知見

の共有が求められる。これまでと異なる大きな変化があ

る中での病院における新人看護職員研修の工夫や課題

を明らかにする」とされている。 

 セミナーの中では、看護基礎教育・新人看護師に関す

る調査・検討会の取り組みの経過について説明された。  

 平成 14 年に「新卒看護師の「看護基本技術」に関する

実態調査」、「看護学教育の在り方に関する検討会」が始

まり、平成 15 年には、「看護基礎教育における技術教育

のあり方に関する検討会」「新人看護職員の臨床実践能

力の向上に関する検討会」後、「新人看護職員研修到達

目標および指導指針」が発出されている。平成21年7月

9 日に保健師助産師看護師法及び看護師等の人材確保

の促進に関する法律の一部を改正する法律案」が成立

し、平成 22 年 4 月 1 日から新たに業務に従事する看護

職員の臨床研修等が努力義務となっている 2）。多様な場

面で看護実践能力を高め、キャリアアップの基盤をつく

るためにも新人看護職員研修に求められている役割は

大きいと説明された。厚生労働省や日本看護協会から

出典されている就業看護師についての推移が提示され

た。「年齢階級別にみた就業看護師」については、2020

年においては、60 歳以上の従事者が 2010 年より増えて

いる。「病院における新卒採用の看護師の離職率」につ

いては、2010 年 8.1％であり、新人看護師の臨床研修等

が努力義務化された以後は、減少傾向にあり、研修の成

果であるとみている。 

 次に、2020 年からのコロナ禍は、新人看護職員にどん

な影響をもたらしたのかについて、「新型コロナウイルス

感染症流行下における新人看護職員研修の実態把握

調査研究」の中で、病院 Web 調査（令和 3 年 12 月 1 日

～31日に病院の研修責任者（全国1044件）に対し、内容

「2019～2021年度の新人看護職員の方法、内容等」の結

果を提示された。また、病院インタビュー（令和 3 年 7 月

～令和4年1月に病院の新人研修担当者29名（全国10

施設）に対し、内容「2020年～2021年度の新人研修の状

況や課題等」の結果を提示された。看護養成学校インタ

ビュー（令和 3 年 12 月～令和 4 年 2 月に基礎教育機関

が実施する卒後フォローアップ、研修担当者 7 名（4 プロ

グラム 5 基礎教育機関）に対し、内容「研修概要や参加

者の反応、運営上の課題等」が実施された結果を提示さ

れた。「入職時オリエンテーションの総時間」について、

2020 年度においては、2019 年度と比較して、20 時間未

満が増え、20 時間～40 時間未満が減少している。総時

間数の減少理由は、「3 密回避のために時間数を減らし

た」「内容・方法を効率的に組み直して時間数を減らすこ

とができた」であった。「新人看護職員研修の体制やプロ

グラムの工夫」2021 年（全体 1044 件）として行われたこと

は、「到達状況を評価するチェックリストの活用」93.4％、

「フォローアップ研修の実施振り返りや体験の共有、リフ

レッシュ等を目的とした集合研修等」83.2％、「他職種と

の合同研修会の実施」64.7％、「ローテーション研修等の

複数部署・部門での研修」47.4％、「教育機関、学会、専

門職能団体等のプログラムを活用」36.8％、「新人看護職

員研修の経験豊かなアドバイザーの活用」20.7％、「看

護基礎教育の教員を研修講師として活用」6.4％であっ

たとの調査結果が示された。他職種に関わる研修が減

少したが、大切なことは維持し続けていたこと、フォロー

アップ研修にて実施の振り返りや体験の共有を行ったこ

と、新人看護職員同士のつながりが重要であることが示

された。 

2）新型コロナウイルス感染症流行は新人看護職員研修

にどんな影響をもたらしたか（令和3 年度厚労科研「新型

コロナウイルス感染症流行下における新人看護職員研

修の実態把握調査研究」から考える） 

 新人職員研修実施においては、様々な制約下で研修

方法、内容等の変更を迫られた。集合研修や部署・部門

を超えた研修は2020年度に若干減少し、2021年度には

増加した感染対策を重視した手探りでの研修実施から、

感染対策を前提として実績を踏まえた試行錯誤の中で

実施しており、このことから施設・指導者として新人看護

職員育成におけるコア（大事にしたいこと、譲れないこ

と）を見つめ直すきっかけとなっていると示された。 

 「2019 年度から 2021 年度にかけて変更した新人看護

職員研修の実施方法」における調査結果では、（全体

1044件）、「e-ラーニングを併用した（例：基礎知識はe-ラ

ーニングを使用する等）」42.6％、集合研修で実施する

内容を絞り、それ以外はOJTに移行させた」37.7％、1回
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の研修時間を短くした」32.7％、「人数を減らし、同じ研修

を複数回実施した」29.5％、「2019 年度からの実施方法

の変更はなし」16.9％、「遠隔での集合研修を併用した」

15.7％であったと示された。「2020 年度および 2021 年度

集合研修実施にあたり変更を可能にした要因（インタビ

ュー調査より）」は、①コロナ禍以前からの ICT の利活用。

②臨床教員と看護基礎教育における実習の現状につい

て情報共有。③外部講師の活用、連携。④発想の転換

（コロナ禍だからこそ新人の様子をみて気づけたことの

方が大きく、その経験を活かして 2021 年度の集合研修

を抜本的に変えた）があった。このことから感染対策を講

じながら、OJTへの移行やICTを活用した遠隔での集合

研修・e ラーニングの活用等、様々な工夫を行っており、

危機を成長の機会と捉え、柔軟に対応し、外部講師の活

用や看護基礎教育機関との連携を図るなど、組織の持

つ強みの発見となったことが示された。「入職後早期

（2021 年 4～6 月頃）の新人看護職員の遂行状況（全体

1044 件）」では、例年と比べてできていなかった項目は、

①「チームになじむ」（33％）。②「自分からやりたいと発

言し、積極的に行動する」（31.4％）。③「リアリティショック

に対応する」（28.6％）。④「同期同士で助け合う」

（28.5％）。 

⑤「患者との関係を構築する」（28.4％）、などが挙げられ

た。この結果から対人関係に課題があるのではないかと

説明された。2021 年度入職者への研修の工夫として、

「先輩看護師の実践を見せる機会を増やした」「メンタル

ヘルス支援を強化した」「シミュレーションの機会を増や

した」「目標到達期間を延ばした」「先輩看護師の判断を

言葉で説明するようにした」等があげられ、この結果から、

「コロナ禍は新人看護職員研修にどんな影響をもたらし

たか」について、①「OJT への移行により、スタッフの関

心や部署指導者の教育スキル向上の機会になってい

た」。②「日勤業務のひとり立ちや夜勤業務の開始時期

について、おおむね例年通りに新人看護職員は成長し

ていた」。③「実習経験が少ないことに対し、現場のイメ

ージづくりやメンタルヘルスの強化といった職場適応の

支援を実施した」、などが挙げられ、現場の育てる力・新

人の育つ力の再確認に繋がっていることを説明された。 

3）予測不能な時代の人材育成のあり方とは 

 これからの社会と組織づくりに重要なこととして、実行

する組織から学習する組織への変革の必要性、管理手

法 10 項目（雇用、訓練、業績評価、作業体制、従業員に

与えられる自由裁量権、エンパワーメントの手法、プロセ

スの目標、休憩時間、事業目標、うまくいくとき）が挙げら

れ説明された。 

「学習する組織」になるためのディシプリンとし

て、5 項目（システム思考、自己マスタリー、メ

ンタル・モデル、共有ビジョン、チーム学習）を

挙げられ、共有ビジョンにおいては、物事の捉え

方、お互いの考えを共有していくことが重要であ

ると説明された。

「職場環境における対人リスク」として、4 項目の不安要

素を挙げられた。「➀無知だと思われる不安：こんなこと

も知らないのかと思われるのが嫌でわからないことがあ

っても聞かない。②無能だと思われる不安：出来ないと

思われるのが嫌で余計なことはしない。③ネガティブだ

と思われる不安：一緒に仕事しづらい人と思われてしまう

ことを恐れて他の人に対し意見を言わない。④邪魔をす

る人だと思われる不安：他の人の時間を奪ってしまうこと

を恐れて意見や情報、支援を求めるのをやめてしまう。」

このような対人リスクがある中で、「心理的安全性の高い

職場づくり」の基礎となる点を 3 項目、「➀土台をつくる：

失敗・不確実性・相互依存を前提とし、素直な発言を歓

迎。説得力のある目的を伝えて人々の意欲を高める。②

参加を求める：状況的謙虚さを示す、発言を引き出す質

問をする。③生産的に対応する：感謝を示す、失敗を恥

ずかしいものではないとする、明らかな違反に制裁措置

をとる。」と示された。また「学習するための組織作り

～心理的に安全な場をつくる～」については、組

織の中で、リーダーは心理的な安全性に影響を与え、リ

ーダーとメンバーの感覚にはズレが生じるため、価値観

や見方の異なるメンバーの意見を参考にしなければな

らないと説明された。 

4）看護セミナー中において、講師より参加者に問いかけ

られた内容と参加者からチャットに寄せられた意見等

（1）基礎教育または新人教育で一番大切にしていること
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は？ 

・新人の準備状況を確認しながら、個別性を大事にし緊

張させず、自分の意見を伝えられるよう支援している。 

・専門職として、この先働く道筋を本人が描けるように、そ

のための基礎となる 1 年をどう過ごしてもらうかを考えて

いる。 

（2）所属組織の強みは何でしょうか？ 

・「教育」に対して、スタッフの意識が強い。院内に教育指

導者コースがあり、そのコースを修了した者が各部署で

新人指導に携わっている。 

・多彩な人材がいる。多職種との連携が密であり、スピー

ド感のある決断、専門的医療・看護ができ、施設も整って

いる。 

（3）学生指導・新人育成においてどんな課題があるので

しょうか？ 

・新人育成において、新人が教育機関で学んできたこと

を尊重した上で臨床現場と繋げて指導できる能力の不

足がある。 

・一部の新人の中には、臨床でのリアリティショックが強く

出ているように思っている。早めにサポートしていけるよ

うな体制の構築が必要だと考える。 

（4）2023 年度、学生・新人指導において、どのように取り

組みますか？ 

・毎日の看護ケアを振り返る機会を持ち、考える力と実践

する力を大事に育てていけるような良好な関係が構築で

きると良い。 

・指導者として、倫理観を持ちかつ高度な看護の実践や

あるいは学生・新人との関りにモデルを示せるようにして

いく。 

・病棟全体を巻き込んだ新人指導を行うことができるよう

に、先輩看護師に新人指導について、関心を持ってもら

う。 

以上のように、問いに対して、臨床現場を振り返り、課題

を解決しながら新人指導の質を高めて行きたいとの意見

が多く出された。心理的安全性が担保される職場環境を

つくることの重要性を強調された。 

Ⅲ．参加者の反応 

 看護セミナー終了後、任意で無記名のアンケート調

査を実施し、66 名（有効回答 46 名、回収率は、

59.6％）から回答が得られた。 

１．参加者の属性 

 アンケートで回答があった、学外機関からの参加者は、

全て病院の看護職員であり、その中で看護師長等（部署

の主任・主査含む）が 64％、看護スタッフが 21％、看護

部長・副看護部長・教育専任師長が 15％であった。 

２．講演内容の理解度 

 講演内容の理解度は、全員が「よく理解できた」「理解

できた」と回答した（図1）。 

 図 1 講演内容の理解度 

３．講演内容の期待度 

 ほぼ全員が（98％）が「期待以上だった」「期待通りだっ

た」「ほぼ期待通りであった」と回答した。（図2）。 

図 2 講演内容の期待度 

４．講演内容は今後役立つか 

全員が「大いに役立ちそう」「役立ちそう」と回答した 

 （図3）。 

図 3 講演内容は今後役立つか 
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 「講演内容の期待度と今後に役立つか」についての回

答から、看護セミナーの開催時期が、次年度新人教育指

導計画を立案する時期であったことから、具体的な示唆

を得ることができたと評価する。 

Ⅳ．おわりに 

  「新型コロナウイルス感染症流行下における新人看護

職員研修の実態調査 総括研究報告書」３）において、以

下のように結論づけられている。「病院における新人研

修では、2020 年度は集合研修等の実施率が前年度より

も若干低下し、2021 年度には復活する傾向が見られた。

また、感染対策を前提とし、実習不足を考慮した研修内

容への変更や集合研修から OJT への移行、ICT ツール

の利活用等、新人看護職員のレディネスや 2020 年度の

実績をもとに研修の見直しが図られており、2021 年度の

新人看護職員には概ね例年通りの成長が見られていた。

新型コロナウイルス感染症の影響が続く中で新人看護職

員を育成していくには、持続可能な研修体制の構築や

評価に基づく効果的な研修計画・運営による実践能力獲

得支援、指導者の指導力向上及び負担の軽減、基礎教

育との連携による学びの積み重ね、ICTに関する環境整

備、公的機関からの支援や研修制度の検討等が課題で

ある。」（一部抜粋）。 

 基礎教育との連携による専門職教育の積み重ねにつ

いて、「病院インタビュー調査では、新人看護研修の課

題として、新人看護職員のコミュニケーション力やアセス

メント力の習得、専門職意識の醸成、臨床での学び方や

仕事の組み立て方等の獲得支援」、「Web 調査でも基礎

教育への期待として、社会人基礎力の育成やコミュニケ

ーション能力の獲得、接遇、基礎的な看護技術、専門職

としての姿勢・態度等の習得」などが挙がっていた。これ

らは基礎教育で基盤をつくり、新人看護職員となった後

に現場での実践をとおしてさらに発展させていくもので

す。」（一部抜粋）。さらに、基礎教育の重要性が強調さ

れている。 

厚生労働省「新人看護職員研修ガイドライン」（改訂版）

2）では、基本的な考え方として、新人看護職員研修の理

念は「看護は人間の生命に深く関わる職業であり、患

者の生命、人格及び人権を尊重することを基本とし、

生涯にわたって研鑽されるべきものである。新人看護

職員研修は、 看護実践の基礎を形成するものとして、

重要な意義を有する。」（一部抜粋）。と掲げられてい

る。 

 日本看護協会「2022 年病院看護実態調査」4）5）6）によれ

ば、コロナ禍においても、教育方法の変化や感染への

不安もある中で、入職後のリアリティショックを最小限にし、

職場環境に早期に慣れるためにも、新人看護職員の研

修は重要なものである。病院施設においても感染症の

発生・感染拡大に伴って、長時間の勤務時間や夜勤負

担の状況など看護職員の労働状況が大きく変化した結

果が報告されている。2021 年度の新卒看護師の離職率

（10.3％）は、新型コロナウイルス感染症の影響が一定程

度あったと報告されている。また、コロナ禍（2020 年 3 月

～2021 年 9 月）において、どのような影響があったかに

ついて、「自分自身が感染するのではないかという恐怖・

不安」が最も多く 78.6％、次いで、「職場の労働環境の悪

化」48.8％、「自分自身に対する周囲からの差別・偏見・

心ない言葉」19.6％と報告されている。 

 今回の看護セミナーでは、このような厳しい環境の中

であっても新人看護職員研修をあらゆる方法を駆使して、

教育を行っている現状が示された。本学の保健看護学

科では、学内演習時から臨床の実習指導者が関わり、看

護実践能力の向上を図るための教育体制を整備してい

る。厚生労働省「今後の看護職員のあり方に関する検討

会報告書」7）によると、当面の改善策として「看護教員と臨

床の実習指導者は学生の教育者としての立場と患者を

尊重する立場の調和を保つことが重要で、協働する中

で適切に役割分担をしていくことが望まれる。」と報告さ

れている。 看護基礎教育の充実に向けて、看護教員の

質の向上を図ることが求められている。「看護基礎教育

検討会報告書」8）によると、今後の課題として、「教育内容

が充実されることに伴い、看護教員の教育実践能力の向

上や養成所の教員の負担軽減、養成所の教育環境の整

備を図ることは重要であるため、看護教員の研修受講支
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山田礼子，田口恵美子

援や、業務支援システム等の情報通信技術（ICT）の活

用や学生へのカウンセリング等に関して支援が受けられ

る体制の確保等に向け、都道府県等に対して、財政措

置を求めていくべきである。」と示されている。 

 少子高齢化が一層進み人口動態及び疾病構造の変化

の中で、看護教員に対しても多職種と連携して適切な医

療・保健・福祉を提供することが期待されており、看護を

創造する能力を高めていく必要がある。 

 最後に、本看護セミナー講師の末永由理先生、ご参加

いただきました皆様、企画・運営に際しご尽力いただきま

した関係の方に深く感謝申し上げます。 
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